
 

２学期は体育祭に始まり、音楽祭など、学校行事がたくさんあります。体育祭直後の全校朝会

で話したことは、「自分という人間をつくる」でした。 

  
 

 

校長 今野 由紀子 

体育祭が終わりました。皆さんは、体育祭を通して何を感じたでしょうか。「自分の連合のよさ」、
「仲間のよさ」、「自分のよさ」を見つけることができたでしょうか。自分を認められる人は、人
を認めることができます。ありがとうと感謝の心が生まれてきます。だからこそ、自分をたくさ
んほめてあげてください。そして、他の人に感謝の思いを伝えてみてください。 
私は、体育祭当日はもちろんのこと、体育祭を迎えるまでの何日間もの間、君たちのまっすぐ

に、素直に、一生懸命に、何事にも全力を尽くす姿をずっと見てきました。毎日、心を動かされ
る、そんな日々を過ごしてきました。 

・練習だからと手を抜かずに、練習にも全力を出し切る姿 
・競技や応援だけでなく、全校のために自分の係の仕事にも全力を尽く 
し、練習の日も当日も自分の仕事の場所に走って移動する姿 

・学校全体を引っ張り、盛り上げ、主体的に取り組んでいた３年生 
・３年生を支え、自分たちは何ができるか考え行動していた１・２年生 
・運動の苦手な人、踊りの苦手な人がいて当然で、責めずに一緒に励まし合って頑張ること 
ができる姿（どんな人をも大切にできる姿） 

・仲間を大切にし、声を掛けたり手を差し伸べたりする姿 
 君たちには、素晴らしい力があって、その姿一つ一つが、“自分という人間”をつくっていきま

す。これからも一つ一つに大切に取り組み、ステキな自分をつくっていってほしいと思います。 
体育祭までの過程を大切にし、互いにカバーし合い、励まし合い、協力し合い、感謝し合いな

がら、勝敗よりも大切な何かを感じることができた皆さんの体育祭は、まさに、あたたかな思い
やりに満ちた体育祭でした。感動をありがとう。 

 
 
 
アフリカのナイル川を、ありが移動します。１度に 3,000 匹ものありが移動

するのですが、ありは浮くことはできても泳げないため、やがてはおぼれてし
まうでしょう。では、どうやって移動するかというと 3,000 匹が１つの大きなサッカーボールの

教育目標「進んではげむ、心ゆたかな生徒」 

令和６年 10月 16日 
第６号（体育祭号） 
☎ 0254-22-3824 
📠📠 0254-26-3543 

自分をつくる 
～「体育祭」直後の校長講話より抜粋～ 

“ありのボール”行事に向けて 
 ～９月「始業式」校長講話より抜粋～ 



ような“かたまり”を作ります。そのまま浮いていると３分の１は水面から出ていますが残りは水
の中で死んでしまいます。そこで、くるくると回りながら水の中を進んでいきます。もし 3,000 匹
のありたちが、みんな“自分だけが楽をしようとするなら” “力の強いありが水面上にずっといよ
うとするなら”、水の中の 2,000匹のありが死に、しまいには全員おぼれて死んでしまうでしょう。
ありには、こんな素晴らしい「協力し合う心」と「知恵」と「勇気」があるのです。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
c 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

体育祭 ９月７日 

２学期は、体育祭、音楽祭などの学校行事があります。 

連合やクラスであれ、どんな時も一人一人が、大切な一人 

です。全員が前向きに取り組んでつくり上げる体育祭や合 

唱は、必ず自分や周りの人に感動や勇気を与えてくれます。 

そして、どんな人にも手を差し伸べたり、励ましたりできる“あたたかで思いやりの心にあふ

れた集団”は、大変な状況になっても、みんなで団結・協力し、笑顔で乗り越えていくことが

できます。２学期は、たくさんの行事がありますが、全力で取り組み、大好きな自分をつくっ

ていってほしいと思います。 

中学校生活最後の体育祭で、あこが

れだった団長をやれて、大変なこと

もあったけど、最高の仲間と最高の

体育祭にできたのでよかったです。 

  黄連合団長 

赤連合の皆さん、赤連合は最後の

方まで、バタバタしてしまって大変

だったと思うけど、信じてついてき

てくれてありがとうございました。

中学校生活最後の体育祭を、最高

の形で終わることができて良かっ

たです。 楽しかったです。  

赤連合団長 

中学校生活最後の体育祭で、３冠は取れ

なかったけど、青連合のみんなと最後ま

で協力して戦えてうれしかったです。辛

いこともあったけど、最高の体育祭にで

きて良かったです。 

     青連合団長 

体育祭 全校生徒の振り返り 

「自分が身に付いた力」より 
特別活動主任が、全校生徒の

振り返りをまとめ、渡り廊下に

掲示しました。 



 
 
 
 
 

 

 

私は、中学校最後の体育祭

で実行委員長になり、色々

な経験をしたことで成長す

ることができました。 

また、一番感じたことは、一

人一人がもつ大きな力で

す。短い時間でしたが全員

が目標に向かって、自分らし

く頑張っていたと思うので、

これからも全校でこの力を

大切にしていきたいと思い

ました。 

全校の皆さん、ありがとう

ございました。 

 

実行委員長 

赤連合の応援アー

ト長として、連合に

貢献するために、

仲間と最高の作品

をつくりあげられ

たことがすごくう

れしいし、後悔のな

い活動ができて、

とても良い経験に

なりました。 

 

 赤連合アート長 

    

 

 
 
 
 

私は絶対にパ

ネル賞をとりたい

という想いを持

ってアート長にな

りました。絵を描

く以外にも沢山

やることがあり、

ときに上手くいか

ず苦しみました。

それでも、仲間や

好敵手に支えら

れ、黄連合は応援

アートの部、１位に

輝けました。トロフ

ィーは想像してい

たより軽かったで

す。 

黄連合アート長 

   

 

 
 
 

私は、応援アート

で惜しくも２位と

いう結果になっ

てしまいました

が、応援の歌詞

や、綱引きなど、

至る所でアートに

描いたゴリラこと

アルティメットゴリ

ーニの存在を主

張してもらえて、

とても嬉しかった

です。勿論、賞も

大事でしたが、そ

れより大切な思

い出ができまし

た。 

青連合アート長 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

練習から当日まで
係の仕事を頑張る東中生

９月７日 体育祭

最後の体育祭で、青連合の目標を

達成するために、連合のみんなと

練習をがんばりました。目標だっ

た３冠は取れなかったけれど、仲

間と切磋琢磨しあって、楽しい体

育祭になりました！ 

 青連合副団長 
 
 

夏休み前から一緒に活動してき

た３年の応援団、難しいダンス

をいち早く覚えてみんなに教

えてくれた１・２年生の応援団、

どんなに疲れていても最後ま

で笑顔でついてきてくれた赤

連合のみんなと、最後の体育祭

ができたこと、そして２冠をと

れたこと、本当にうれしかった

です！  

赤連合副団長 

 

 

 
 
 
 

体育祭を通して学んだことを、

これからの学校生活にいかして

いきたいです。そして、体育祭で

は、３冠は取れなかったけど、仲

間と協力して楽しくできて良か

ったです。 

 黄連合副団長 

 

 
 
 
 

＜学校の校長室前廊下に掲示＞ 

 練習の時から、応援や競技だ

けでなく、自分の係の仕事に全

力投球する東中生でした。走っ

て係の場所に移動し、一生懸命

に全校のために動く姿は、とて

もステキでした。 
 
 
 
 


